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D 145 女 ら し さ に 関 す る 大 学 生 の 意 識

共 立 女 大 家 政　 ○ 井 手 真 理　 小 林 茂 雄

〔(社) 日本 家政 学会

《 目 的 》　 近 年 、 社 会 の 変 動 に 伴 い、 男 女 同 権 が 叫 ば れ、 女 性 の 地 位 の 向 上 が 進 ん で き て

い る。 こ う し た 変 化 の 中 で、 女 性 に 対 す る 見 方 や 考 え 方 に も 変 化 が み ら れ る も の と 考 え ら

れ る。 そ こ で、 女 ら し さ と い う も の に 的 を 絞 り。 果 た し て 今 の 世 の 中 で 女 ら し さ と は ど の

よ う に と ら え ら れ て い る の か に つ い て。 大 学 生 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 。 男 子 大

学 生 と 女 子 大 学 生 の 特 徴 を 中 心 に 考 察 し た。

《 方 法 》　 被 験 者 は 首 都 圏 在 住 の 大 学 生　195 名 （ 男 子95 名。 女 子　100 名 ） で あ り 、1990 年

10 月 か ら ｎ 月 に 留 め 置 き 法。 及 び 集 合 調 査 法 に よ り ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た。 鍔 査 内 容

は 女 ら し さ に 関 す る 意 識 の 調 査。 及 びBern に よ る 男 性 度 ・ 女 性 度 の 測 定 尺 度 調 査 で あ る

調 査 デ ー タ は 平 均 値 の 差 の 検 定、 因 子 分 析 法 の 統 計 的 手 法 に よ り 解 析 し た。

《 結 果 》　 大 学 生 が 女 ら し い と 評 価 し た 項 目 は、 振 袖 を 着 る、 子 育 て を す る。 な ど で あ っ

た。　一 方 。 女 ら し く な い と 評 価 し た 項 目 は。 タ バ コ を 吸 う、 お 酒 を 飲 む、 な ど で あ っ た。

ま た、 男 女 間 に お け る 平 均 値 の 差 の 検 定 に よ り 有 為 な 差 が 得 ら れ た 項 目 は、 上 品 に ふ る ま

う、 流 行 に そ っ た 着 装 を す る、 な ど で あ っ た。　次 に。 女 ら し さ に 関 す る 意 識 の 麗 査 に つ い

て 因 子 分 析 （ 固 有 値　l.o 以 上 、 バ リ マ ッ ク ス 回 転 ） を 行 っ た 結 果 、11 僑 の 基 本 的 因 子 が 抽

出 さ れ た （ 累 積 因 子 寄 与 率65.0 ％ ）。 そ の 代 表 的 な も の は 、 槐 行 ・ ブ ラ ン ド 志 向 因 子( 因

子 寄 与 率11.0 ％ ）, 女 性 的 着 装 因 子 （10.3%  ) , 女 性 的 家 庭 役 割 因 子 （　7.3%  ） 、 な ど で

あ っ た。 こ れ ら の 各 基 本 的 因 子 に 対 す る 男 女 間 の 差、 及 び 男 性 度 ・ 女 性 度 の 測 定 尺 度 の グ

ル ー プ 聞 の 差 に つ い て 因 子 得 点 を も と に 考 察 し た 結 果、 い く つ か の 特 徴 が み ら れ た。

D 146

そ

ユ

命

こ

本

し

目

の

ア

名

の

報

的

結

ル

と

視

女 性 の 服 装 を 評 価 す る 用 語 の 分 類 （ 第 ３ 報 ）

評 価 次 元 の 解 釈 の 妥 当 性 の 検 討

鳴 門 教 育 大　 ○ 藤 原 康 晴　 梅 花 短 大　 川 端 澄 子　 中 国 短 大　 近 藤 信 子

前 報 に お い て、60 個 の 評 価 用 語 か ら 構 成 さ れ る 単 極 尺 度 を 用 い て 服 装 を 評 価 し、

果 を 多 次 元 尺 度 分 析 し て 服 装 評 価 に お け る 基 本 的 な ３ 次 元{  派 手 ／ 地 味} 、{  カ ジ

／ フ ォ ー マ ル ｝、　{ 上 品 ／ 下 品 ｝ を 抽 出 し た。 こ の 場 合、 因 子 分 析 に お け る 因 子 の

同 様 に、 評 価 用 語 の ３ 次 元 布 置 状 況 を 基 に 各 次 元 の 持 つ 意 味 を 直 感 的 に 推 定 し た が、

覚 に 基 づ く 次 元 の 解 釈 は 研 究 者 の 恣 意 に よ っ て 偏 り を 生 じ る 危 険 性 が あ る。　そ こ で、

に お い て は、Rosenberg ら が パ ー ソ ナ リ テ ィ の 評 価 の 研 究 に お い て 使 用 し た 方 法 を 応 用

前 報 で 得 た 服 装 評 価 次 元 の 解 釈 の 妥 当 性 を 検 討 し た。

方 法　 各 評 価 用 語 と{  派 手 ／ 地 味} 、{  カ ジ ュ ア ル ／ フ ォ ー マ ル ｝、{ 上 品 ／ 下 品}    (

次 元 尺 度 と 呼 ぶ) と の 関 連 度 を 測 定 し、 こ の 尺 度 値 を 従 属 変 数 と し て 用 い、 多 次 元 尺 度 分

析 の 結 果 得 て い た 各 評 価 用 語 の1    ~   3 次 元 座 標 値 を 説 明 変 数 と し て 重 回 帰 分 析 を 行 っ た。

そ の 結 果、 得 ら れ た 各 次 元 尺 度 を ３ 次 元 空 間 に 写 像 し て 各 次 元 の 持 つ 意 味 を 考 察 し た。

目 的　 重 相 関 係 数 は1,2,3 次 元 尺 度 に 対 し て そ れ ぞ れ0  . 893  ‥ 、0  . 920  ‥ 、0  . 803 ‥ と な り

い ず れ の 次 元 尺 度 に つ い て も 高 く、 各 次 元 尺 度 が 用 語 の 布 置 の 座 標 に よ く 当 て は ま っ て お

り、 ま た、 該 当 す る 次 元 の 偏 相 関 係 数 （0.732 ‥ 、-0.821 ‥ 、0 . 658 ‥ ） も 大 き く、 各 次 元

尺 度 は 該 当 す る 次 元 軸 に 近 接 し て 写 像 さ れ、 前 報 の 次 元 の 解 釈 が 妥 当 で あ っ た こ と が 示 さ

れ た。　ま た、 各 次 元 尺 度 は 直 交 せ ず、 「 派 手 」 側、　「 カ ジ ュ ア ル 」 側、 「 下 品 」 側 が 互 い

に 接 近 し た 斜 交 輸 を 与 え た。　こ の 服 装 評 価 次 元 軸 の 斜 交 は 服 装 評 価 の 実 際 を よ り 正 ■確 に 表

現 し て い る と い え る。


